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インフルエンザ対策の国際動向

pandemicと予防接種

廣田 良夫

　インフルエンザ対策は公衆衛生上の重要課題であるとの認識のもとに，欧米諸国においては特に高齢者な

どハイリスク者に対する予防接種を強力に推進している。さらにインフルエンザpandemicへの対応策を国

レベルで検討するとともに，国際間の協力体制の整備も進められている。

　インフルエンザ対策の国際動向に関する情報を伝えるため，近年米国およびヨーロッパで開催された2つ

の国際会議における勧告の概要を示した。それらは，インフルエンザウイルス監視の強化，ワクチン生産の

増大および配布システムの改善，ワクチン配布の中央管理と優先順位の設定などである。

　また毎年の流行に適切に対応できる常時システムの確立が，pandemicに対する最高の防御と判断されて

いることから，他国のインフルエンザ対策の現状についても述べた。それらは，米国予防接種諮問委員会に

おいて勧告されたワクチン特別接種計画の対象グループ，先進諸国における予防接種対象者の勧告，および

それら対象者への予防接種に関する費用負担制度からなる。これに加え，インフルエンザ予防接種への対応

の差異を反映する示標として，1980-94年の間の日本および米国におけるワクチン配布量の比較を示した。

　多くの国が高齢者，呼吸器系・循環器系慢性疾患患者，老人施設入所者などへの予防接種を勧告してお

り，それら対象者への接種費用を国または社会保険で負担する動きにある。特に米国では93年より高齢者へ

の接種費用をMedicare（高齢者身障者医療保険）で負担することとなり，65歳以上の接種率は60％に達し

ている。また予防接種の普及に伴い，ワクチン配布量は90年からの5年間で2倍以上の増加を示している。

　一方日本では，予防接種に対する関心が低く，接種対象者についての正式な勧告もなければ，接種費用の

負担制度もない。我々日本の公衆衛生関係者は，この特異な状況を理解し，インフルエンザとその予防の重

要性を認識する必要があろう。
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